
令和７年度 全国学力・学習状況調査「特徴的な問題」 
 

２ 中学校 国語 

 (1) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の内容 

□4 二 

手紙の下書きを見直し、修正

した方がよい部分を見付けて

修正し、修正した方がよいと

考えた理由を書く。 

読み手の立場に立って、語

句の用法、叙述の仕方等を

確かめて、文章を整えるこ

とができるかどうかをみ

る。 

思考力、判断力、表現力等 

Ｂ 書くこと 

参考 学年 時期 関連する主な教材〈光村図書〉 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

 ・R7解説資料 P38～43 

 ・R5報告書 P48～60 

  ・R3報告書 P27～31 

1年 

1年 

9月 

3月 

［推敲］読み手の立場に立つ 

国語の力試し 

 

(2) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の内容 

□1 四 

ちらしの読み手に向けて、今

年の美術展の工夫について伝

える文章を書く。 

自分の考えが伝わる文章に

なるように、根拠を明確に

して書くことができるかど

うかをみる。 

思考力、判断力、表現力等 

Ｂ 書くこと 

参考 学年 時期 関連する主な教材〈光村図書〉 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

 ・R7解説資料 P10～18 

 ・R5報告書 P48～60 

  ・R4報告書 P30～41 

1年 

1年 

 

1年 

 

 6月 

10月 

 

11月 

 

空の詩 

根拠を明確にして書こう 

資料を引用して報告する 

「不便」の価値を見つめ直す 

［書く］筆者の主張に対する自分の意見を書こう 
 

(3) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の内容 

□2 二 

聞き手の反応を見て発した言

葉について、そのように発言

した理由を説明したものとし

て適切なものを選択する。 

相手の反応を踏まえなが

ら、自分の考えが分かりや

すく伝わるように表現を工

夫することができるかどう

かをみる。 

思考力、判断力、表現力等 

Ａ 話すこと・聞くこと 

参考 学年 時期 関連する主な教材〈光村図書〉 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

 ・R7解説資料 P19～28 

 

1年 

 

1年 

 

5月 

 

2月 

 

話の構成を工夫しよう 

一枚の写真をもとにスピーチをする 

一年間の学びを振り返ろう 

要点を資料にまとめ、発表する  

 



 

手紙の下書きを読んで、修正すべき部分を見付けて文章を整え、修正した理由を述べるこ

とができるかどうかをみる問題 

<関連する問題と正答率> 

令和３年度中学校２一(県 26.6％ 国 24.8％) 

令和５年度中学校３一（県 55.1％ 国 54.3％）  
 

 

２ 中学校「国語」 

(1) 国語 設問番号４二 手紙を推敲する 

    学習指導要領の内容：１学年 Ｂ書くことエ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 

 

 

 

・読みやすく分かりやすい文章に整えることができるよう、語句の選び方や使い方、段落の

構成や順序、叙述の仕方等、視点を示して文章を見直した後、推敲する前と後の文章を比較

し、書き換えた理由や意図を説明する場を設定する。 

・自分が伝えようとした事実や事柄、意見等が十分に書き表されているかを見直すことがで

きるよう、説明や具体例、描写等に着目して、他者と文章を読み合う活動を取り入れる。 

 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方等を確かめて、文章

を整えることができるかどうかをみる。 

正
答
例 

 

「
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
」
を
「
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
」
に
修
正
。 

文
が
長
い
た
め
、
読
み
づ
ら
く
、
体
験
活
動
の
前
と
後
で
の
変
化
も
伝
わ 

り
に
く
い
か
ら
。 



 

 伝えたい工夫とそれに結び付く感想の一部を選び、接続する語句や指示する語句を用いて、

適切に関係付けて書くことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

令和４年度中学校２三(県 49.9％ 国 46.5％) 

令和５年度中学校３四(県 72.4％ 国 72.1％) 

 

 

(2) 国語 設問番号１四 案内文を書く 

    学習指導要領の内容：１学年 Ｂ書くことウ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・根拠を明確にして書くことができるよう、自分が伝えようとする事柄について、それに関連

する文章や資料等を引用して書く活動を取り入れる。 

・根拠の適切さについて考えることができるよう、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいた 

ものであるかを確かめ、複数の事例の中からどれを取り上げるべきか、どのような説明や具 

体例を加えることが効果的かなどの視点をもとに、他者と互いの文章を読み合ったり、自分 

が書いた文章を読み返したりする場を設定する。 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと

ができるかどうかをみる。 

正答例 Ａ、ア 

昨年の来場者から、どうやって作品をつくったのか

知りたくなったという感想をもらいました。そこで、

今年は中学生が作品について説明します。気になる作

品があったら、ぜひ中学生に質問してください。 



聞き手が疑問を感じているものと判断したため、表現を工夫したことを捉えることができ

るかどうかをみる問題  

 

 

 

(3) 国語 設問番号２二 スピーチをする 

学習指導要領の内容：１学年 Ａ話すこと・聞くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

  

 

  

 

 

・自分の考えを分かりやすく伝えることができるよう、複数の特徴的なスピーチを比較した

り、優れたスピーチを視聴したりすることを通して、よびかけや問いかけ、聞き手の反応

に応じた語句の選択等、具体的な表現の工夫について考えることが大切である。 

・工夫したことの効果を確かめることができるよう、ＩＣＴ機器を活用してスピーチの様子

を動画で記録し、話す内容や話し方を検討する活動を取り入れる。 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように

表現を工夫することができるかどうかをみる。 

正答 ４ 

 


